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研究要旨 
 ベーチェット病患者の約 30～60％に関節症状が出現すると報告されているが、その特徴

は再発性で大関節を中心として変形やびらんを伴わないとされている一方で、30％近くに

RA に類似した手の所見を認めるとの報告や 2%程度の症例では破壊性関節炎が認められると

の報告もあり、X 線検査による関節の評価は必要と考えられている。ベーチェット病の関節

症状に対し、コルヒチン、NSAIDｓの有効性が報告されているが、ベーチェット病は発作と

寛解を繰り返す疾患であり、関節症状の急性期に対する治療と発作予防という 2 つの観点か

らのエビデンスは乏しい。本研究では、ベーチェット病の関節病変の臨床像を明らかにし、

ベーチェット病の関節症状の急性期の治療と関節症状予防の治療という観点から関節症状の

治療を整理することを目的とし、本邦における実態調査を行った。 

A. 研究目的 
ベーチェット病の関節症状の治療指針を策定

することを目的とした。 
B. 研究方法 
インフリキシマブがベーチェット病の眼病変

に対して保険適用となった 2007 年以降に、当

研究班に属する施設（帝京大学医学部附属病院、

東京医科大学附属病院、産業医科大学付属病院、

聖マリアンナ医科大学附属病院、横浜市立大学

医学部附属病院、日本医科大学付属病院、北里

大学病院）とその関連施設において入院または

外来治療を行ったベーチェット病患者で関節

症状を呈したものについてアンケート調査を

行い、匿名化した後に収集した。集まった調査

票を基にして、ベーチェット病の関節症状出現

部位、関節症状の特徴、X 線変化の特徴、再発

に特異的なパラメーターの抽出、急性期治療の

薬剤選択や使用量等に関して解析を行った。 
（倫理面への配慮） 
当院倫理審査室にて承認 
 
C. 研究結果 
集積された 151 例の検討の結果，罹患関

節は膝関節，足関節，手関節，肘関節，肩関
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節，PIP 関節の順に多く出現した。関節の X
線撮影が行われた 293 関節中 18 関節で裂隙

の狭小化や変形を認めた．急性期治療として

はステロイド投与が行われた 84.0%に改善

を認めたが，PSL 換算 10mg/日以下で改善

率が低かった。関節症状の再燃は PSL 治療

群よりもコルヒチンやMTXの使用されてい

る群で有意に少ない傾向が認められた。 
D 考察 
ベーチェット病の関節症状は一定の割合で

裂隙の狭小化や関節変形を伴うことが確認

され，発作の繰り返しによる関節病変の進行

を抑制する治療の重要性が示唆された．また，

急性期治療には一定以上の用量のステロイ

ド投与が必要である可能性が示唆された。  
E. 結論 
ベーチェット病の関節症状の急性期治療にプ

レドニゾロン換算で 10 ㎎以上のステロイドは

有効である。また、コルヒチンと MTX は関節

症状再発予防に効果を有する。 
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